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環 境 問 題 と 経 済 成 長 =

関 哲 雄

I . 序

■ n . 環境汚染と絡济成長 

■ m . 殺墙朽染と現代成長理論

IV. '環境まと経済成おモデル

V . 政策的合意:と今後の基本的論点

I . , 序

周如のように， f環境破壊に関する®際シンポジウ 

ムJ ひ97Offi'3 月，JK京 ん n il迪人間深境会議J . (1973年‘ 
6凡 ‘ストックホルム）に弓I参練き，来年ひ9?6 '}.ウの5 月 

~ 6 月にかけて「無公银社会を创造しようJ 'どいうテ 

一マで「世界琼境展と0 際シンポジウムJ が東束にお 

いでD3催 さ れ る こ と が 決 さ れ ,
この催しは，今日ような環境の巧染.破坡がすすむ 

なかで，これを板本的に解決し，節度ある経済}あ長を 

雜持しながら，新しい福祉社会を剑追するための具体 

的 ，現実的な'1ftがかりをつかみ,あらゆる角度から今 

^^の展望を明らかにしていくことを目,的としている。

いまや，環境のtぢ染♦破城という問題が一経済tUJIS 
の範miを越えたもっとも深刻な社会問題であり，その

あるように思われる。

さて，いうまでもなく，毅境朽势ijg題は広く社会科 

学および自然科学に対して課せられたM耍課題である 

力’、，今日の環ねの汚染，破壊が主として経済活励のな 

かから生じ，その解決に41̂ 用が伴う以上,社会科学の 

•一分野でもる経済学も, この問題解決への端を i j iう 
役割を来たすべきであると考えられる。

, 今日，経济学の立場から现境問題を取りれう研究は 

さまざまになされているが，主に，近代経済学の親点 

からとのjin題を諭.じる場合，大別してつぎの3 つに分 

けられるでぁろ(2ぅ〉。 '

第 1 は，とれまで経済学者がもっとも熱心に議論を 

展開してきたミクti的な立場からの分析である6 これ- 

は傑港巧染を伝統的に外部不経 tiff の間題と して取り上 

•げ，主に规 的な視点から斑境汚染対策の方法を論じ 

るものである。

, 筑 2 は，これまでたびだび話:超になることはあった 

が，明確なかたもで提示されてはとなかった環境汚染 

と経済碑畏の関係を理論的に解明しようとするマクロ 

的な立場からの分析であ(だ。

第 3 は, 環境汚染問超に対する座業迹関分!^モデル
解決が早急に迫られてぃる今日，このような意味で上め利用と一 i|狄描論的な立場からの分析であ(ぎ。

L か(jfj偶:さ;}Xるに其ったことは， に 有 意 義 で 本 稿 は ,...以上 3 ろの分析法のうち，第 2 の懷境汚染

へ * : 木稿は描々の何で文献〔3 〕およぴ..〔のから说発されると .と:ろが多い。..と,こに記して感謝め意を丧し た い 。 ‘

注（1 ) 19糊 i3jj7日 化 n木経济新(聊 H徹一面を參照されたい。 ’‘

( 2 ) とのぶについての仔細は文献〔5〕（pp. 51〜63〉を参照さんたい。.
....... イ列 ぱ义献〔6> (pp..153 〜161)•および文献の'.(pjj‘:. 65^

( 4 ) 文献ひ:);^、よび②を举照されたい。 . ，‘
《5 ) 環境巧染間題に対する産菜述閲分析モデルの利;I)については，

。Wassily l,6ontiof, "Enviionmontai RepercuBsions and the Economic StructUmi An Input-Output Approach；* Review 
of EconoiViica-and Statistics, Vol. LII. Aug, 1970,

oW , Z.Hirshp^g. Soneblum and T. St. Dennis, •'Appriovtion of Input-Output Techniques to Quality o f  Urban Life 

<>■1俊作「公肖II侧への計M め接近J m m m m m i } を害特集』， 般均衡諭的な立場からの分析にっぃては，

, —~^ 78(57め



環 境 問 題 ‘ と 経 _ 済 成 長

i 経済成長の問题を簡略的ではあるが諭じようとする 

ものである。

n . 瑕境?さ淡と経済成長

■ 例えぱ，今日のわが国における環境fi3題を深刻化さ 

せた原因につ、、ては, さまざまな耍因力';複雑にからみ 

在い，前単 ‘化述べつくせるものではないが, . とりわけ， 

第 2 次大戦の妝北以来，経済復興のために重化学工業 

.を中心とする高度成長と'それに伴う生産性の上昇，お 

よびG N Pの規模のわム大を経済政策の主要な目標とじ 

てきた生産第一主義の思想に，その主ダ£原因の;-つを 

求め i ことは，誰しも異狂•のないことでもろうレ

しかしながら，败喊以まの窮乏状態から脱皮するた 

めに,‘多くの乂々はこのような生ま優先政策による経 

済成長が，国民の生活水準を豊かにするというととを 

信じていた当時の状说を考えてみるとき,今日のよう 

に環境という問題が話題にされなかゥおことは,それ 

'なりに十分理解セきるととである。

だが , . . '，.このよ，う‘な生産第 - : " 主錢によ 'る成長政策は， 

必然的に傑境の汚染.破壊という結あを件うにもかか 

わらず，G N P の規模の拡大を H 標とする政策が，つい 

最近に至るまで ® 要视され，.固定化されてきたことは 

鼓いもない事突でもる。

過お20数年間にわたり，わが国の経済は廣異的な高 

度成長を続け，G N Pは世界第2 位と\/、う大きさに聽 

進してきたが，とれは以上のような生産第一主義の思 

' 想のかげにおいて,：環境の汚染•破壊という懷她の上 

‘に達成されたものであるととは否定し得ないところで 

■あろ、 ，，

だが，現作に至ベて,多くの人々の問にこのような 

G N Pの規;^の拡大を赏しとする考え方に对して大き 

な反省が生まれ，/Ji産策-主義から生活優先主義への 

転換というH葉に裘わされるように，環境の汚染防止 

とぃぅ問題から広く 然還境の保全，生活辕境の保護 

とい‘う間題をm耍視する域向が見られるようになり，

またとれに件い広く自然科学や社会科学の各方面にお 

いて，環境問題の解決のために精力的な研究がなさ/れ 

るようになった。このような流れにより，今キ社会科 

学の一分野でる経済学に •おいても，以上の’ような生 

産第一主義による成:^政策のあり方を支えた，既報の 

経済学的思考にっ^，て深い反缴が襄求されるに至った 

ことは至極当然のことでもろう。こ れ は <に，経済 

成長が新LV、技術進-歩を体化した設備投资をよって強 

ぐ促進されるでネフ々うという，现代故長®論の主張お 

よびその考えとした成長政策が，今日ような自 

然壞境を合t r広ん、意味ヤの生话琼境に对して大きな化 

価を耍求する役割を果たしてきたからである。

以下，このととについT 節を改めて論じてみること 

にしよう。

i n . '琼境汚染と現代成長理論

■* •；' ■ .V " ' ■ " V •, -....• T. .'.レ.，.

現代成長理論の主張およびその考えを支えとしたこ 

れまでの成長政策が，生?環境に対して大き代価を 

要求 L たことは次のような要因に位がしている。その 

一̂っは，これまでに企業が採用してきた技術はどのよ 

うなタイプのものであったかというとと。もう一つは，: 

これまでとぐれた成;K 政策のあり方自体による影響で 

ある。

まず第ユの場合，これは歴史的ま実をみても，サチに

企業は生産物一^̂ ]"1位当たりの'我用が;^小となるような 
(8) .

相対的に安ftlliな 資 源 (とれは空気や水といったこれまでhJ

由財と’̂̂えられていたものを食t^)を多-®:に使jnするクィ

プの技術を採用.してきたということでもり，このよう

な相対的に安価な資源り多量の使用が,' 今日のような

懷境の汚数 • 破坡という現象を生み,'1̂ 11沾傑境'を維持

. するこ,とに对して大きな障害となってきたのでちろ。

そして,とくにこれきでの技術進歩を体化した設備投

资によって政く促進されてきたととろの译済成長が，’

このようなマイナ; の効果を港®に入れず爽現されて

，きたことは否をし得ない2]?突であろう。

o P  U / Ayres and Kneeso, "Production.' Consumption and Extenalities" American Elcononiic Review. Juno 1909. 
oR .U . Ayres, A. V. Kneeso, and R.C. d*Arge. ECONOMIC AND THE ENVIRONM ENT.-A Materials Balance 

Approach—, Johns Hopkins pi*es3, 1970.
等を參照されたい》また，産菜迪閲分析'*デルと一*般均海論的な場からの両方についての解説は，例えば，拙搞f公害 

、のjgfe榮迪関分析と一般め衡餘J ぢm 学会雑;揉1974年8パを# 照されたい， ,

注（6 ) この理論は，主に新ホ典派総合とよぱれているものをさす》 ‘

( 7 ) 以下の議論については文!狀 C8) (pp. 142-143)を参照*

( 8 ) 相対的に安価なという意味は原場機桃の評価においという激宋である，

 79 (579) ----- -
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rゴ田学会雑誌j 68巻 6 号 (1975年6 月》

つぎに乾2 の場合でる力*S これはこ;Kまでの成長 

政策の理論的.礎でもある現代成長埋論の主張そのもの 

に命題があそといえよう。つまり，この理論は咕黙の 

うちにつぎ<pような思者を含んでいる。それは，新し 

い技術進歩を体化した設備投資の促進のためには，財 

政 ，金融の弾力! 運用措置（経常財政収文の黒1  てと低金利 
り組合わせ）力’、必要でウ , そして,いわゆる公共投資 

(支出)，とくに環境の保全や生洒壞境改善のための公 

共投資は,新しい技術進歩を含む可能性力瓶いという 

こと，：Kい懐妊期問を必要とすること,.私链済部門 

の設備投資実51のために資源利用を制約するどめ理 

由により，とのような公共投資は民間設備投資に対し 

,て遅れ気味のはうカサ長能力を高めるであろうという 

思考である;> 事実，このような思考を裏付けるかのよ 

うに，わが閣をはじめ，先進工業国とよばれる围々に- 
ぉいで は，産業動に関連する共投資（道路‘港湾設 

備など）を除いて，環境の保全,，生環境改善のおめ 

の公共投資は民llijの設備投資よi)も低、ギお抑えられ 

てきた。すなわち, ガルゾレスのいう「社会的アンバ 

ランス」の現象がみられたのである。

' V、ずれにして，も，以上のような現代成長理論の主張, 
ぉよびその思考を支えとした成長政策は, 環 境 わ 染 ， 

や破壊,生活環境の質の低下をもたらしたととは疑い 

のな、、'ホ'突であるが, しがしここで注意すベきことは, 
環境の?ぢ染，破壊や生活環境の質の低下をあまサにも 

悲観視するような結果, 経済成長ネのものをお害とし， 

こ,れを否定するよう.な考え.や熊鹿をもつことの危:险§  
.でもる。このことは，今後，豊ふな物質生活と健全な 

傑境ダ•)維持を目的とする, ，われわれの選ぶベ'き.：「真の 

ゆたかな社会J を否定する結果につながるであろう。' *
. これについては，後で論じることにしよう。 .

IV. 環境汚染と経済成長モデル

以上，今 n のよ3 な;̂ 1境の汚染や破壞，生活環境の 

货の低下をもたらした, . 主な原因の-^'0 と,して，.それ . 
が生座一 *主義を宗とする成長政策，ぉよびその；0E論 

的Mである現代成丧现論9 主張に求められるととを概 

観iH)に論じてき:/ii。バ

ここで得られるぺきととは，今後の経済成長は殺境 

を無祝した成丧であってはならないし，またその理論

的基礎となるぺき成長理論も環境という-要因を無視し 

た理論であってはならないというととである。

経済成長と翦境問題の関係は，われわれ自身の間題 

't?あるにとどまらず, 将来の世代に力、かわるS 要な問 

題でもるだけに,み後はこの方面での别究が強く耍諧 

されるのであり, またとの関係を翦極的にi り入れた 

成長理論が要とされるであろラ。 .

このような意ホで，この方ifiiでの先駆的研究という 

きものに，チルプ，ダルジラめ『择済成長と環境の 

. 質J やE • キーラー等の『汚染の最適A という输 

文がもるが, 以下では, このダルジょの理論にしたが 

い,経済成長と環境朽染の理論的関係を分析してみる 

ことにしよう。.
' その前にしこのモデルの概略を述べることにする。

ダルジPiによる瑪論モデルは, ケインズから>、(3ダ 

- ド， ド'-マに至る，従来0 経済成長論の分析用具を用 

いて経済成長と環境汚染!の関係を理論的に解明しよう 

と1>だものである。周知のように，この経済成長論は 

技術進歩を伴う急速な資キの蓄積が最も中心的な役割 

じ, 齒民まま嵩に対するir?蒂 (投資)率の増大が強 

，卿されているが，このこと.は,それが技術進歩や労働 

人口の墙加と納びついて経済の成長能力を高めると考 

えるからであるよ.彼はこの考えを発腰させ, 国民生座* 

，高から得られる貯蓄を環境保全のために役?レとの 

.支出対国民生産高の比, すなわち， ， ’ ‘

擦 境 保 全 支 出 .

15民生座高 t承fii)—
を大きくする，ととによって，環境の汚染を防除する；:； 

とができると考えるわけである。ことで，環境保全の 

ための投資というものは-^般に次の3 つの種颜に分け 

られるとする。第 1.は,，生産や消費の過程で挑出され 

，る汚染物（gg衆物）をもう一度この過程にもどすという 

Fi循環への投資でもり，第 2 は，自然^境の问化能力 

を商めるための投資，第 3 は，社会的*文化的環境を 

創り山すための投資などである。 :
以上が，彼の考えの概略であるが，彼の理論モデル 

は傑境保全のための投資のうち，まに第2 の場合につ 

.いて取り扱っている。

それではとの理論ホデルにつI/、て論じることにしよ 

う* まず，^ ルを展開するにホ:)たり,次のように記 

号を定めよう*

.ま.（9〉：..文献...〔1〕，.以下，この现論•!：'.デルに'0 いては（PP,132〜134).☆参Kも 

( 1 0 )文献C2)を參腊されたい。

80(530)



ンi g j i i i M i i i iB M in iMl f r ii mMwi m r t i t f i in iiWrim M ill-ir'-r-m m n -.1-… r r .—  t - t —  … 厂，一、地 山 一 " ，̂ " ^ 一" ' 一 一 " 一̂"-厂， , ;- - - - p -  ; - ；, ~  t n i

環 境 問 題 と 経 済 成 長

V ;• 
Y ;  
K«:

レ〉

S ;  
•E ；； 
D ； 

h\

<5.；
さて，

汚染物(フ 

生産高 

境?^染防除(同化り資本 

(したがって, rfK ,W «=I„は巧後防除(同化)投資

..，'を わす〉 ，,. '

貯蒂

自然環境の容量

汚染の乎均濃度（以下，汚染鹿と略す)

汚染防除投資による防除効率 (13然同化!^力*  ̂
聯 II率〉‘
汚※の自然消却ギ 

'以上のような記号を使って，ますフラ染物の泣 

式化から始めよう，

汚 染 物 ；7)は,：経#の経済活動における生産と消費 

の結合物とし，生ぎおよび消朗 iぅ-位当たりから桃山さ 

れる?巧を物量に関する係数をそれぞれ， な0 とする 

' と汚染物;?)は

V=t!yY-¥g,{Y--c).........................①
と寿わすことができる。ここで，⑦式の右辺における 

第 1 項は生から姚出される汚染物藍であり，第 2項 

は消費から排出される汚染物置である。

つぎに，汚欲度；D についての定式イヒであるが，こ 

とで汚染度というのは還境の質を測定する上での驻^̂  ̂

^ まわすものである。.例んぱ，汚染度が大きくなれば 

燥境の汚染や破壊の程度が強まり，環境の質を佳下さ 

せ！)ことになる。との汚缴度；D は環境容量当たりの 

汚染物：a , 汚染度を低下させるための汚染防除投資お 

よぴその効率，そして汚染の自然消却率という要因に 

依存する。 この巧染庇：D を時問に関して微分すれぱ, 

つぎのように定式化することができる。

r f D / ( i « = D  ニ 一/i l ,  一 5 ‘②

ここで，？弓染防除効率；h はコンスタントであるとレ 

よう。というのはある時点における巧'染度の水準は， 

過おの生産水準, . 朽染防除投資，汚染度に対する自然. 
深境の净化遺元作用という要因によつて決定されると 

いう想定をするからである。

以上の①式を②式に代i入すれぱ，.貯蓄と也産高，お 

よび汚染防除投資に関する汚染庞の変化を定式化する 

ことができる。すなわち， ’

ニ！) ニモ(ヴ1/ + か〉 fclgィ  .③.

つぎに’ 貯落；S をすでに述- <た?ら:染防除投資；h 
と生産的投資；kぐニdK"/clOに分類し, . S を限界貯蓄 

性向，びを投資の生産性（遊出量，’資本比率）とすれぱ， 

s Y = S = L + I v  ........................................ •©
. rfY/rfi ニすニび ......................... • ■ ；*-(D

が得られi この④式と⑥式から，ハ口ッドニドーマ一 

i ) の定式を:& :r恋更した武力;導かれる。すなわち，‘
.⑥す/ Y ニG i p ニびS — び( I » , Y ) :

この⑧式セもし

び a / Y ) = 0 .  ‘

ならば，⑥式は，

, .，...す/Y  =  GwニびS .
..とな.り，ノ、ロ.ッドの.いう適正成長率.と呼はれるも.のか.
得られる。したがって，⑥式は環境防除投資の比重が

高まればそれだけ成長碑くは低められるととを:味しで

いる。このような意味で潔境保全躲:資の増加はる程

俊経済成長にとって妨げとなる可能性があるといえよ(12) .. ' ■ ..5 .
さて以上，きかれた⑧式と④式を③式に代入して，

これを盤理すれぱ次式が導かれる。

す+ [ i  ダ V++ル(1丄 fi)一恭® hr -  5= i3..v"⑦

，⑦式;は，生産高と巧染度に間する微分方程式であるが, 
いま，逾正成長率を得るために，汚染物による環境の 

まわ低下が r定常状態J にちるとし，汚染鹿が変化し 

ないという仮定を設ければ，⑦ルたは明らかに第階の 

非同次線型微分 ;̂ ?程式でまわせよう》すなわち，

M -Y+..........び《(1 -  S)—  ’び]Y  -  5ニ。....，⑧

ここで  .

I3 ~ r-a d .

とおけぱ，⑧式は，

t + a Y - / ? = 0  ...........，................ ッ ............⑨
と表わされ, この傲分力程式は初期条件；《 = 0 のとき, 
Y(0) = Y o > 0を与えれぱ，つぎのような解をもつでも 

ろう。 ’

.^(11)ハn ジドニトシづ- の理論につ、ては文献〔1の第2 章〜3 章J およびす献〔12〕第1部（I ; II,111章)を参照されたい*, 

( 1 2 )このような点については:*献 〔ら〕(pp.,115)を# 照さ;K たい0 また，これに対する反論は同兽（Pめ‘11ので論じられて 

いる。

-— 8 1(j58i) ~~ 一
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Y ( / )  =  Y6r"* l - /3 /a ( l - e - « 0 ‘⑩

したが0 て， ■
H=Yo-/3/rt

とおけ{■ギ，⑩式:は，

Y (り ニH r。し 1./3/«..‘. ‘.‘  .............⑩
(13)

と表わせる。ここでHは初朋条件より一定とされ， H 
>  0 と仮定すれは\ 生廣高力;時問を通じて増加してい 

くためには，び< 0 とならなけれぱならない0 したが

つて*、.， ’

< 0

から,
s K 9 v + ~^9c (1一め. .⑩

:，. .(14)
が得られる。

⑩式の：味すタところは，化Jを高力y營加していくた 

.めには，貯蓄辞、，、とぼ-染防!^率が生産と消費を通じて姚 

山される汚染物を補うだけ十分に大きくなけれぱなら、 

.ないということ，換肯すれぱ，貯蓄率と汚染防除投資 

による効率，および琼境の容盘が大であれば，それだ 

け生産および消費単位当たりから排出される巧染物量 

を増加させずに，経済の成長审を高やていくととがで 

きるということを-衷わしている。

以上のようなモデルによって経済成長と環境の質の 

問題を解明したダルジ* の結論はつぎのようになる。

すなわち，「生遊の成森が行なわれるとき'に,投資の 

招当大きな割合が?(；‘染物を再循環させたりあるいは撮 

境の同化能力を増加させるために用いられるという条 

，件もとでのみ，経済成長と樓境の質は両立するであ 

.::ろぅJ。’ . . .  . .

以上, ダルジCCによる経済成長と琼境汚染の風論的 

デルJ'こついてはいくつかの間題☆ ，〔例えぱ,お染物 

を主にフロー に関する而からとらえ,過去からの蓄積 

物であるストシクの面を考慮にいれていないという点， 

各数値の単位をいかにとっていかに測定するかという 

点が不明む汚染度に関する定式イ匕を単に線型(linear) 
なかナAもでまわしているという点など〕が存在るが , 
きわめて簡路なかたちではあれ,これまであまり明確 

なかたちで示/されてとなかった経済成長と環境汚染問 

題の関係を理論的に解明しようとしたそのアイディア 

ほ, ：それなりに評価されるべきであ6 ? o

V . 政策 的 芦 意 と 今 後 の 驻 本 的 論 点 .

，- ■ - ■ t, . ， * — ： , . , .

■最後ら以 Jbめモデルから得られる政策的含意と今 

後の基本的な論点を論じてみることにしよう。

まず,:;察的な利翻追求行動をめざす市場経済におい 

ては，今日，稀少性をもクに至った環境という資源に 

開する所有権が明確に媒定されていないために,各経 

済主体の行動はこの環境という資源を過大に使用し

法(13)いま，Y + « Y — 0ニ0 を Y'(り+«Y(«)— 0 = 0 と書き直して力程式の同次部分, Y'(t)ニーa力りを解くと，この解は，

. Y(0~-Ae-«< となる。 .

次に，もとの菲同次方@ よで，Y が一*定の場合を考えて ’

Y(f)=c . とおくと. . ....0== —ac-^-p .}̂  す£るから.■

と)!"ぶり，' これはもぐの方程式を満たす• したがべてとのはもとの非同次微分方程式の特殊解でおる。 

ゆえに，もとの非同次方程式め一般解は， ■

Y(t)— Ae * -H~

である。ここで，この一般解に初期条件を導入して未定のお数’A を決めるごすなわち，f=0のとキY(0)ニ Y o とすると

Yo- - iir = A
よって，解は' Y(り=-(Yo—
とこで H ニYo— とす;}tぱ Y(<)=He-«<+-^ ‘

が得られる。このような微分方® 式の解法にっいでは，例えぱ文献〔11〕の数学附錄（pp. 515-518),を参照されたい. 

文献C 0 の式は1 スプリントと思われるのセ本稿でfifT正t/Cおる。 ’
文献〔1〕（PP. 40ベ4 1 ) よりりIパし ’
巧染物には，さまざまな糖類のものがI V したがって染物をこ線型なかたもや加法性をもっかたちで表わすこと 

は困難性を作うでもろう《このような☆に'0 いては, 例ネぱ文躲〔4：! N(Vとを参照されたい4 

<17〉 このようなモデルを発展させた例としては，例えぱ文献〔5〕(pp.102~116)および文献〔6 )の第6肆 (W).149"-153)‘ 

‘ などを参照されたい。
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環 境 し 問 題 と 経 済 成 長

保全されるなぱ現在のGNP水準に停fwしていてよ 

ろしいなどというのは，敗北主義以外のなにものでも 

ないであろうJ 。 ， ,
’ したがって，このような意味で，*■経济成長は，成 

長による迪加分が，公害克服の財源になるという意味 

で, やはりIE要なの.であり，生??i水準を下げなけれぱ. 
公害が克服できないというのではなく，生括水準を高 

めることによって，公.̂ }̂ !；服のための支山を检山する 

ゆと.りができるのである』。

その結果環境の汚染，破壊という.事i 旨、をもたらすが，

このような事態は一般に市場における価格支払いを伸 

わないたやに，各経清主体は環境の汚染•破壊を防除 

するようなインセンティプを.もたな'/、《これを解決す 

るには，通常市場化によホ力法セは不可能でホ) る。と 

いう<6は,' 第 1 に，斑境という資源を-各経済主休に分 

割するえ、たち‘セ私有イヒさ^ ることは困難でり，第 2 
f c , 傑境という資源にっいて排除性を確☆:することが 

できないからである。 ’
したがっX ,経成長と環擔問超に関する政策をき 

える上にあたってa i要なととは，この還境という資源’
. を政策当局‘，(政府）の責により管理することが必要で 

あり（このこi は環境問題全般にっいていえることでもる），

一方では，3̂ 境汚染わ防除投資と成長のための银廣的 

投資を弾力的に‘くみ合せ，高めていくととにより，ま 

た，他方では，汚染物（廃衆物）を嚴大'眼，ぽ生させる 

ような生産* 消 !̂ Ifシステムの確立（これは，今後の術 

進ホによるところが多い）や， 社会的，文化的な與境と 

1/、うい意味での , プラスcb公共財を'積極的に劍り出 

していくことによって,健全な傑境と豊かな物質生活 

の雨立と餅;持をめざす政ね何より.も必耍とされる 

であろう。 ’

このような政策に関連して，今後の環掠問題と経済 

成嚴の甚本的な論点を, 次の 2 っの文から引用して本 

稿の線め括りと'したい。すなわち， ドポ1 は環境保全 

と経済成長との関係でちる。すでに述ぺるように,.,許 

容限庇をこえる環境汚染をあえてしてまで成長を求め 

るのは，すでにこれだわ経済成長を達成した今日許 

きれるこではあり得な '/、。 しか,し大切なのは，これ 

は，深境さえ保全されるならば;於長などはどうでもよ 

I , ゼ成長でもよい，ということを決して意味しな 

いということである。 '
今後の並本的な方向として，illj確に設定された許客 

限度をきびしく守った上で，なお経済成丧をめざす努 

力が続けられなくてはならぬことをまず確認すること 

が肝変である。公省防止，傑境保金のために必耍な投 

資が巨額にのぼること'を考えただけでも!^济成長の不 

可欠な'ことが納得されるはずである。

世界各国の経济競争，とりわけ発展途上0 の烦烈な，

迫’いっき， いこせの志向のなかにあって，殺境さえ

注(18〉 こ̂ ような政饿を実際可能とするには，思いきった政策が必-吸みされるでろう力’S ごのような政策の例にっいては/ 

例えば，-义献0 0 第ね;* (PP. 64~65)を参H(iされたい*

( 1 9 )文献〔3〕No.4 から引川。 , , : . ’

' (20) D：Ci^C9D (pp.307)から引/ij。

く引用文

〔.1〕..Ralph C. d’Arge, "Essays on Economic Growth 

and Environmental Quality/^ The Swedish Journal 

of Economics. Vol.73^ 1971. N o , 1 . March/

〔2 〕 Emmett Keel6r, Mifehael Spence and Richard 

Zeckhauser* "The Optimal, Contorol of Pollution/* 

Journal of Economic Theory. 4, \9r-r 34 (1971)* 

〔3 〕 大石泰き「環境♦成提，福祉」 (No.1〜No. 5)

' ザさしい杯済学J ロ本経済ITf問，I9?5年 1 月。 

C4 D 大石泰彦「大気汚染問題J (No.1 〜No. 5)*■や 
. さしい経済学』 口木経済新聞，1974年 6 月。

C 5 ) 加藤宽，丸昆商美著『人間と環境の経济学J 

ダイヤモンド社。

〔6 〕 加藤寛，古田精巧編 ^公共経済学講義J 青林 

..蠻院新社。.

〔7 〕. 丸尾直突編著 **セミナー経済学教室3 J 

' 済政策」 日本評論社。

〔8 ；) 筑弁甚吉，渡部経彦恶 f経済政策』「現代経 

済:ギ9 j 岩波書店。 ’

〔9 〕 ポール . サムエルソン，福岡正央訳『絵ポf学 

と現代i (r公資の経済学Jぽ論〉日木経済新聞社。 

〔10：] ュプセイ， ドーマ一 ， 宇野能吾,を経済成長 

. 理論J {洋経済新報社。 ’

〔11〕 ヘンダマソン=クォント，小官陸太郞‘雜光秀 

郎 訳 nji代経済学(增tj版)J iim;経济新報社。 

〔12〕 末永隆前成 :良と福祉の近代経済理論J 世界 

忠想ゼミナ一ル

' (戚應鶴大学大学院経济学研究科博士課程〉

83 (5 ぬ )


